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地区復興まちづくり便りへの意見等 
 

※○番号は第 1 回資料で紹介したものの再掲です。 

■検討会の進め方・メンバーについて       

① ・検討会の開催数は４回だけで足りるか？ 

・検討会の開催前に町内会単位等の意見交換会の開催は無いのか 

・検討会の公聴は出来るのか？                   （50歳代 男性） 

② 地区ごとに会を開催されているが、足が不自由なため行くことができず残念だ。参加できる方

法を教えて欲しい。                                             （70歳代 女性） 

 

■支援等について 

① ・被災した土地を買い上げて欲しい 

・住宅債券にあたり補助して欲しい（土地購入費、新築費用など） 

・住宅再建支援金の申し込み期限を延長してほしい。現状の期限では短すぎてその間に再建す

るのは非常に困難と考える。資金面、土地の確保など         （40歳代 男性） 

 

■防潮堤など安全確保について 

① ・法の脇地区は嵩上げに地区の存続できることを願う。  

・防潮堤を嵩上げした場合、今回と同規模の津波の場合、湾奥の地区の被害が甚大になるので

はないか。湾口防波堤、閉伊川、津軽石川堤防の嵩上げ等の整備等を最優先に願う。 

・津波の湾内の反射波を検証し、公表願う。             （50歳代 男性） 

② 防潮堤は高く、家は高台の方にお願い出来れば良いと思います。    （70歳代 男性） 

 

■避難所について 

① これから先どんな災害が起きるのか分かりませんが避難所の事を良く考えてほしいです。 

（70歳代 男性） 

２ ・防災用飲料水槽の建設整備 

・避難場所（岡田恵比須堂、館山公園南側通路）検証・整備      （50歳代 男性） 

 

■道路・鉄道・交通について 

① ・国道を嵩上げして欲しい 

・駒形橋の幅を広げて欲しい                     （40歳代 男性） 

② ＪＲ線は安全な場所に作って欲しいです。 

今回の震災により物流面からも縦貫道の早期完成を確実にし、また 106 号線も真直ぐに治して

欲しい。                              （40 歳代 男性） 

３ まちづくり第 3号を拝見しまして要望があります。全ての道路が津軽石小学校につながり色々

な面において良い事だと思いました。どうしても津波イコール高台。高台にて状況を把握して

から避難所へと移るわけですから稲荷下踏み切りからヘリポートへの道路まで整備してほし

いものです。ここの道路は少しの雨でもすぐ水があふれ長年にわたり苦労しております。ダム

資料４ 



 2 

が出来ても排水溝が小さすぎます。水害に強い街づくりという事で、ここの道路も考えて頂き

たいものです。                           （60歳代 男性） 

 

■施設について 

① ・保育所の新設は清寿荘の隣接地に建設し、世代間交流を図ったらどうか。（50 歳代 男性） 

② 津軽石地区の被害の範囲も広く、現在松川に仮設住宅の方やすでに建替え中の方もいるので、

人は増えてくることが予想されます、松川・大松川付近にスーパーなど店や、子供たちが遊べ

る公園を造って欲しいです。                    （40歳代 男性） 

 

■まちづくりの方針について 

① 障害者の痛みのわかるまちづくりをしてほしい。           （70歳代 女性） 

 


